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a Clue to
Motoda Eifu's Understanding of ``Shin一kyo''(1):
















適応することが困難な状況を迎えることになる。 しか しながら、この国學 と漢學いわゆる儒學 と
の複雑な関係は、その後元田永学 (1818-1891)の教育思想にt)顕れることになり、のちの 「教
育二開スル勅語」成立以降の近代 日本の教育にもその影響を及ばし続けるのである。3 また、明
治新政府は、徳川幕府の昌平校を再興 し開成所及び医学所を接取復興 し、これ らを統合 し東京に
大學の設置を企図するのであるc しか し、この大學の内容は当初いわゆる和・漢・洋の羅列に過


































知のとお りである。1887年(明治20年)、 元田が当時の初代文部大臣森有祀 (1847-1889)に宛て
た意見書に次のような文言が残されている。「足 ドノ僕ヲ見ルヤ漢學者流ヲ以テ之ヲロス、僕固ヨ
リ然 り、然 トモ僕ハ故長岡監物横井平四郎ノ徒従来漢學者流ノ腐儒タルコ トヲ悪ム、孔子ヲ信ス
ル ト雖 トモ佛教者ノ繹迦ヲ拝シ耶蘇信者 ノ耶蘇ヲ信スルカ如キニ非ス、孔 了^ ノ教ハ吾國ニア リテ
ハ吾君ヲ愛シ吾父ヲ愛シテ孔子ヲ愛セサルヲ以テ吾道 卜心得ルフ以テ、日本ノ今 日ニア リテハ忠
孝ノ大道ヲ其時世々々二活用スルヲ以テ僕ノ學問 トスルナレハ、営世ノ支那好キ文章家考證學ノ






この『教學大意私議』は、元田が藩命により上京 し宮内省に出仕 し侍補 となる前年に肥後熊本
にて著されたものである。 この文書は、のちの『國教論』及び『聖喩記』にも発展展開していく
元田の教育思想の大本が示されている。まず冒頭より、「人君の學」に拠ることの必要性にふれて








シテ見テ覺 り易カラシムЭ」のである。8 この 「三種 ノ神器」とは、まずは 「鏡」でありこれは
「明」を示 し「聡明叡智ノ性」を表す。次は、「玉」でありこれは 「仁」を示 し「寛容温厚 ノ徳」




と考えられるのであるが、ここで留意 しなければならないことは元田はこのことを 「尭舜 卜道ヲ
同フ」することであると解釈 していることである。すなわち、神武天皇はこの 「上古ネ申聖ノ教」
または 「太神ノ訓」を尊崇腔認 し、崇神天皇はこれを欽承縫述 し、そ して應神天皇に至って中国





















ここでは相良亨 (1921-2000)の論敬を手がか りに素描を試みたい。13 まずもつて、相良の儒
教理解の根底には、日本人が 「自己自身 との対決」をふまえて 「自己をこえるもの」として追及
する姿勢がみられる。H 要するに、相良によれば、日本人の儒教理解は経書の解釈にはじまり、













































































に隠遁生活に入 り羅山は幕府に深 くかかわることにな り、両者の間には大きな隔た りがみられる





れである。然るに仁齋出づるに及んで四書の中から大學 と中庸を排斥 して論語 。孟子による新 し
い儒教が組織 された。 これは支那の受け入れでなく日本獨特の儒教である。 さうしてその教の根
本は忠信の二字におかれたが、次に懐徳堂では論語・中庸を典核 とする新 しい儒教が構成せ られ、
ここに仁齋の忠信主義が韓 じて誠主義の教となった。 この忠信 とか誠 とかいふ文字は勿論支那の
経典に出た文字ではあるが、支那近世の儒教はこれ らよりも寧ろ持敬 とか致良知とかいふ語が重
く成って、やや異なった形の教 となってゐる。か うした支那近世の儒教も相営ひろく深 く日本に
うけ入れ られてゐたが、その間から忠信主義や誠主義が強調されて日本獨 自の儒教と成ったのは、




れた儒教の典■1であると解 され、その水戸学の精神を記 したとされる徳川斉昭 (1800-1860)の
『弘道館記』(1838)においては、以 下のような表現がみ られるのである。「嗚嘘、我が国中の士





























3。 この国學 と漢學 との関係は、のちに元田永学におけるオ1^キ1論及び天皇論についての見解に深くかかわることに
なる。
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